
応援します。なかよし親子

2021 年　１月号

　

ＫｉＦＴ・ちびっこ広場では体に
やさしい飲み物・おやつを
用意しています！！

　　　　　　　　 

 １月の解放日…22 日（金）１０：００～１１：３０　ハーバリウム教室
３月の解放日…12 日（金）１０：００～１１：３０　切り絵教室　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

高萩駅

←水戸 いわき→

筑波銀行

東幼稚園 東小学校

← ６号国道

ここです

　　ゆうゆうＫｉＦＴ（児童クラブ解放日）のお知らせ たかはぎ

本年もよろしくお願いいたします

けんかを学びのチャンスにしよう！

☆相手にも気持ちがあることに気づく！

☆自分の思いを言葉で表現しようとする！

＜起こりがちなケンカ＞

　　Ａちゃん (２歳）の使っているぬいぐるみを欲しくなったＢちゃんが、何も言わずに無理やりぬいぐるみを奪い取り、Ａちゃんが泣いても返そうとしなかった。

＜ケンカの理由＞

　　人の物を取る、奪う、独占しようとするというのは、子どもにしてみれば自分の欲求のままに行動しているだけ。特に２歳児ぐらいの子は、欲しい物があった

　　とき、それを持っている子を「人」とは思っていません .物と同じで自分にとって邪魔だから、どかす、押す、たたくなどの行動に出ます。

＜対応＞

　　共感しつつ、相手の気持ちを伝える！
　　この場面で大切なのは、相手の子にも気持ちがあるということに気づかせることです。Ｂちゃんには、まず「Ｂちゃん、ぬいぐるみが使いたかったんだね」と

　　共感を示します。それから「Ａちゃんも同じように使いたかったんだよ」と相手の子の気持ちを代弁します。しっかり伝えることで、子どもは相手にも意識を

　　向けられるようになります。

＜起こりがちなケンカ＞

　　滑り台の順番を待っていたＥくん (３歳 )。途中で割り込んできたＦくんを何も言わずにドンと押してしまい、転んだＦくんが大泣きしてもみ合いのケンカに。

＜ケンカの理由＞

　　思いを言葉で伝えられない・・。初めはだれだってそうです。「貸して」「入れて」「嫌だ」といった言葉は、大人には簡単なひと言に思えますが、子どもには

　　「こういうときに何と言うか」という語彙や知識、経験がありません。だから行動で示そうとします。言葉の発達は、個人差があります。言葉で言えなかった

　　子が言えるようになることが、成長の証です。

＜対応＞

　　適切な言葉やお互いの気持ちを通訳して伝える。
　　子ども同士のやり取りは、行動などの「非言語」のコミュニケーションが多いもの。大人が通訳となって、子どもの気持ちを言葉にしていきましょう。

横入りされた子には「後ろに並んでって言うんだよ」、横入りした子には「横入りされたら、みんな嫌な気持ちだよ。後ろに並ぼうね」と伝えます。

避けて通れないのが、子ども同士のケンカです。ケンカは決してマイナスのことばかりではなく、子どもたちが
社会で生きていくうえでの貴重な「学びのチャンス」ケンカを成長に繋げるための心構えとは ?

保育ステップアップマガジン「ＰＯＴ］参照

新しい一年がスタートしました。今年も元気で明るく、そして楽しく過ごせる事を

スタッフ一同お祈り申し上げます。

2021 あけまして　おめでとうございます


